第3回RM出版プロジェクトチーム議事録

日時：2006/4/27　18：00～20：30

場所：銀座　中小企業会館　B1会議室

参加者：笠原、河毛、佐々、東條、山根、塩見

アジェンダ：全体構成の検討

第1部　事例

· ピュアリスクの事例に限定する。

· リスクとその実際の対処方法を事例を元に示す。

· ニュースになったような事例でもOK。

· 読者にリスクマネジメントの必要性を訴える。

· 事件・事故が起きてしまった事後対策。

第2部　ハウツー・理論

· リスクマネジメントのハウツーをシンプルに説明する。

· 複数の手法を示さずに、できるだけシンプルに作業手順を示す。

· 事例のような事件・事故が起きる前の事前対策。

第3部　中小企業向け対応策の具体例

· リスクの対応策について、第1部の事例に結び付けて具体例を示す。

· 事前に準備しておけば、対処できたであろう方策を示す。

· 中小企業向けの具体的対策を明示した書籍は、他にほとんどないため、差別化することが可能と考える。

· 中小企業向けにお金をかけなくてもできる範囲の対策例を挙げたい。

次回までの課題

· 各自、サンプルとして事例をA4で1枚にまとめてみる。

参考文献

· 「優良企業はCSRで生き残る　知りながら害をなすな」佐久間　健著

· 「現代リスクの基礎知識　事例で学ぶリスクリテラシー入門」林　志行著
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議事内容

１．「診断士の目」を一つ一つみんなで検証し、採用基準を話し合う。

· リスクマネジメントとして、経営者の意思決定の誤りに関するものは、何が正解であるか不透明であり、言い切ることが難しい。

· あいまいな判断基準をもとに書いたら、読者も余計迷わすことになる。

· 経営者の意思決定について、突き詰めていくと経営診断や指導になってしまい、リスクマネジメントからかけ離れてしまう。

· 今回の趣旨からすると、ピュアリスクに限定した方が、書きやすいし伝えやすい。

· ピュアリスクに限定して、診断士の目を見ていくと、対象となるものは非常に限られているため、新たに書き下ろす必要がある。

2．オリジナリティをどこで出すか？

· これまでのリスクマネジメント本は、リスク対応策について、基本的に大企業向けの例を挙げているものがほとんどである。

· そのため、中小企業向けにお金をかけない対策例に前提を絞ることで、特色を出すことができるはずだ。

以上

